
壁際のリップ溝形鋼へJ-M金具を取付ける際、施工スペースを

確保出来ない場合は、リップ溝形鋼の向きを逆に設置する。（下記 例図）

②引っ掛ける

③

①リップ溝形鋼にJ-M金具ベースを

取り付ける。
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②折り曲げて固定する。
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④J-M金具ベースに本体を

 引っ掛ける。

⑤仮固定用J-Mビス(HEX)を長穴内の下穴に

打ち、野縁のレベルを合わせ本締めする。

　　　

⑥図のように下穴位置へ各種J-Mビス

を打ち込めば施工完了
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施工スペースが狭い

リップ溝形鋼

【本 社】〒578-0912 大阪府東大阪市角田1-8-1

■お問い合わせ窓口

大阪 072-962-7321

東京 03-3552-0191

名古屋 052-453-2247

部材構成 

J-M金具

ベース

ダブル野縁 JIS A 6517

CW-19/CW-25　材質SGCC(JIS G 3302)

J-M金具

本体

J-Mビス(黄)

HEX5×16

2本/set

リップ溝形鋼

C-100×50×20×2.3

(支持構造材)

J-Mビス(赤)

PAN4×16 2本/set

J-M金具

取付手順

断 面 図
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壁際端部リップ溝形鋼の向き注意点

A部 詳細図 B部 詳細図

・支持構造材の強度及び剛性は構造設計者による構造検討がおこなわれている事が前提となります。

・支持構造材であるリップ溝形鋼(C100)の標準寸法は100×50×20です。また、性能確認試験は、

C-100×50×20×2.3ｔを使用しています。

・ダブル野縁の間隔は、天井材の種類を考慮し、構造計算に基づいたピッチで施工してください。

・当社指定ビス(J-Mビス)以外使用できません。

・施工完了後は、J-Mビスの打ち忘れが無いか十分に確認してください。

設計・施工上のご注意 

①曲げる
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J-M金具標準仕様書
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